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【 噴火湾 海底ごみ調査結果（重量密度）】 

図 I-3 海底ごみの分類別割合（噴火湾：重量密度） 

■布類　　　■ｶﾞﾗｽ・陶磁器類

■金属類　　■その他の人工物

＜凡　例＞

■発泡スチロール類　　　■紙類

■プラスチック類　　　■ゴム類
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図 I-4 海底ごみの分類別割合（鹿児島湾：重量密度） 

【 鹿児島湾 海底ごみ調査結果（重量密度）】 

■布類　　　■ｶﾞﾗｽ・陶磁器類

■金属類　　■その他の人工物

＜凡　例＞

■発泡スチロール類　　　■紙類

■プラスチック類　　　■ゴム類

図 I-4 海底ごみの分類別割合（鹿児島湾：重量密度） 
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図 I-5 海底ごみの分類別割合（噴火湾：容積密度） 

【 噴火湾 海底ごみ調査結果（容積密度）】 

■布類　　　■ｶﾞﾗｽ・陶磁器類

■金属類　　■その他の人工物

＜凡　例＞

■発泡スチロール類　　　■紙類

■プラスチック類　　　■ゴム類

※四捨五入の関係で、％合計が 100％にならない場合あり。また、割合が小さい場合は、別途凡例を付けて表示した。 
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